
(57)【要約】

【課題】　水分が付着している揚げ物をするときの油は

ねによる火傷を防止し、安全な状態で天ぷら等の揚げ物

を揚げることができるとともに、油の飛び散りによる汚

れを少なくできるようにした蓋部材及び該蓋部材を備え

た蓋付き天ぷら鍋を提供することを目的とする。

【解決手段】　把手を備えた鍋本体と蓋部材とからなる

蓋付き天ぷら鍋において、該蓋部材は、使用時の前側と

なる部分に調理用窓部が設けられ、該調理用窓部を被う

開閉自在なカバーを有するとともに、上記の蓋部材の内

側に油飛跳ね防止板が設けることにより、油はねによる

火傷を防止し、安全な状態で天ぷら等の揚げ物を揚げる

ことができるとともに、油の飛び散りによる汚れを低減

する。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 使 用 時 の 前 側 と な る 部 分 に 調 理 用 窓 部 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 調 理 用 窓 部 を 被 う 開 閉 自
在 な カ バ ー を 有 す る と と も に 、
　 内 側 に 油 飛 跳 ね 防 止 板 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 、
　 蓋 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 蓋 部 材 を 構 成 す る 前 記 カ バ ー に 、 把 手 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 蓋 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 蓋 部 材 を 構 成 す る 前 記 カ バ ー に は 略 凸 状 に 突 出 し た 係 止 用 部 材 が 形 成 さ れ て お り 、
前 記 蓋 部 材 に は 差 込 口 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 係 止 用 部 材 を 前 記 差 込 口 に 嵌 入 さ せ る こ と
に よ り 、 前 記 カ バ ー が 前 記 蓋 部 材 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ 若 し く は ２ に 記 載 の 蓋 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 把 手 を 備 え た 鍋 本 体 に 、 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か 記 載 の 蓋 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る
、 蓋 付 き 天 ぷ ら 鍋 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 蓋 部 材 及 び 蓋 付 き の 天 ぷ ら 鍋 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 蓋 部 材 に 開 閉 自 在 な
カ バ ー 及 び そ の 内 側 に 油 飛 跳 ね 防 止 板 が 設 け ら れ た 蓋 部 材 及 び 蓋 付 き 天 ぷ ら 鍋 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 天 ぷ ら な ど の 揚 げ 物 を 作 る 場 合 、 食 用 油 を 入 れ た 金 属 製 の 天 ぷ ら 鍋 を ガ ス コ ン ロ の 五 徳
上 に 載 置 し 、 蓋 を 取 り 去 っ た 状 態 で 所 定 の 温 度 に 加 熱 さ れ た 食 用 油 の 中 に 揚 げ 物 を 入 れ 、
内 部 に 十 分 火 が 通 っ た と こ ろ で 揚 げ 物 を 高 温 の 食 用 油 の 中 か ら 取 り 出 す こ と が 行 わ れ て い
た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 蓋 を 取 り 去 っ た 状 態 で 揚 げ 物 を し て い る 場 合 に は 、 揚 げ 物 に 水 分 が 付 着 し て い
る と 、 揚 げ 物 を 容 器 本 体 内 に 入 れ る と 同 時 に 激 し い 勢 い で 油 は ね が 起 こ り 、 飛 び 散 っ た 油
は ね に よ り 揚 げ 物 を し て い た 人 に 小 さ な 火 傷 を 負 わ す こ と が 頻 繁 に 発 生 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ３ ２ ７ ９ ８ 号 公 報 に は 、 鍋 本 体 の 上 面 開 口 部 に 、 油 の 飛 散 の 防 止 の
た め の 蓋 部 材 を 着 脱 可 能 に 設 け た 天 ぷ ら 鍋 が 開 示 さ れ て い る 。 蓋 部 材 は 前 側 部 分 に 把 手 が
突 出 さ れ る と と も に 、 後 側 部 分 に 開 口 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 開 口 か ら 飛 び 散 る 油 の 量 が
少 な く な る か 、 飛 び 散 る 蒸 気 の 勢 い が 弱 ま っ た 段 階 で 、 把 手 を 持 っ て 蓋 部 材 を 開 き 、 揚 げ
物 に 火 が 通 っ た の を 確 認 し て 揚 げ 物 を 取 り 出 し 、 揚 げ 物 に 付 着 し た 油 を 切 る 。 し か し 、 上
記 の 公 報 に 開 示 さ れ た 天 ぷ ら 鍋 で は 、 揚 げ 物 を 取 り 出 す 毎 に 蓋 部 材 を 開 く 必 要 が あ る の で
、 天 ぷ ら 等 の 揚 げ 物 を 取 り 上 げ る 作 業 が 面 倒 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ３ ２ ７ ９ ８ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 水 分 が 付 着 し て い る 揚 げ 物 を す る と き
の 油 は ね に よ る 火 傷 を 防 止 し 、 安 全 な 状 態 で 天 ぷ ら 等 の 揚 げ 物 を 揚 げ る こ と が で き る と と
も に 、 油 の 飛 び 散 り に よ る 汚 れ を 少 な く で き る よ う に し た 蓋 部 材 及 び 該 蓋 部 材 を 備 え た 蓋
付 き 天 ぷ ら 鍋 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 、 使 用 時 の 前 側 と な る 部 分 に 調 理 用 窓 部 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 調 理 用 窓 部 を
被 う 開 閉 自 在 な カ バ ー を 有 す る と と も に 、 上 記 の 蓋 部 材 の 内 側 に 油 飛 跳 ね 防 止 板 が 設 け ら
れ た 蓋 部 材 を 使 用 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 の 蓋 部 材 を 備 え た 天 ぷ ら 鍋 に お い て 、 蓋 部 材 に は 、 使 用 時 の 前 側 と な る 部 分 に 調
理 用 窓 部 が 設 け ら れ る と と も に 、 こ の 調 理 用 窓 部 を 被 う 開 閉 自 在 な カ バ ー を 有 す る の で 、
カ バ ー を 閉 じ る こ と に よ り 、 水 分 を 多 く 含 ん だ 揚 げ 物 を 加 熱 し た 際 に 激 し く 飛 び 跳 ね る 多
数 の 小 さ な 油 滴 が 前 側 か ら 飛 び 出 る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
　 更 に 、 上 記 の 蓋 部 材 の 内 側 に 油 飛 跳 ね 防 止 板 が 設 け ら れ て い る の で 、 揚 げ 物 を 取 り 出 す
際 の 油 は ね に よ る 火 傷 を 防 止 す る こ と が で き 、 安 全 な 状 態 で 天 ぷ ら 等 の 揚 げ 物 を 揚 げ る こ
と が で き る と と も に 、 油 の 飛 び 散 り に よ る 汚 れ を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 考 案 は 、 把 手 を 備 え た 鍋 本 体 と 蓋 部 材 と か ら な る 蓋 付 き 天 ぷ ら 鍋 に
お い て 、 該 蓋 部 材 は 、 使 用 時 の 前 側 と な る 部 分 に 調 理 用 窓 部 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 調 理
用 窓 部 を 被 う 開 閉 自 在 な カ バ ー を 有 す る と と も に 、 上 記 の 蓋 部 材 の 内 側 に 油 飛 跳 ね 防 止 板
が 設 け ら れ た も の で あ る が 、 更 に 、 上 記 蓋 部 材 を 構 成 す る カ バ ー に 略 凸 状 に 突 出 し た 係 止
用 部 材 を 形 成 し 、 該 蓋 部 材 に 差 込 口 を 形 成 し 、 該 係 止 用 部 材 を こ の 差 込 口 に 嵌 入 す る こ と
に よ り 、 上 記 カ バ ー が 該 蓋 部 材 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 構 造 に す る こ と が で き る 。 ま
た 、 更 に 上 記 の 油 飛 跳 ね 防 止 板 を 、 前 記 蓋 付 き 天 ぷ ら 鍋 の 使 用 時 の 前 側 縁 部 か ら 鍋 本 体 の
中 央 側 に 下 側 へ ９ ０ ° 未 満 の 傾 斜 角 で 張 り 出 す こ と に よ り 、 該 油 飛 跳 ね 防 止 板 の 内 面 に 受
け ら れ た 油 は 鍋 本 体 １ 内 に 入 り 、 鍋 本 体 １ の 外 側 に 垂 れ 落 ち て 調 理 台 を 汚 す こ と が な い の
で 、 油 の 飛 散 を 防 止 す る 効 果 は 一 層 良 好 に な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 第 １ 実 施 例 に つ い て 、 図 １ な い し 図 ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 １ は 鍋 本 体 で あ り 、 こ の 鍋 本 体 １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 上 面 が 略 方 形 状 に 開 口 し て お り
、 底 面 部 が ほ ぼ 平 面 状 に 形 成 さ れ て い る と と も に 、 側 面 部 が 下 方 に 行 く に 従 い 次 第 に 断 面
積 が 小 さ く な る 略 方 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 鍋 本 体 １ の 最 上 部 周 縁 の 開 口 周 縁 部
２ は 、 鍋 本 体 １ に 蓋 部 材 ４ を 取 り 付 け る こ と が で き る よ う に 、 該 蓋 部 材 ４ の 開 口 端 周 縁 に
全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ た 折 曲 部 ６ よ り も 僅 か に 径 小 で あ っ て 、 上 記 の 蓋 部 材 ４ の 開 口 端
周 縁 に 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ た 張 出 部 ５ の 幅 内 に 嵌 る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 開 口 周 縁
部 ２ の 断 面 形 状 は 、 円 形 、 方 形 等 、 必 要 に 応 じ て 任 意 の 形 状 を 適 宜 採 用 す る こ と が で き る
。 ま た 、 鍋 本 体 １ の 両 側 の 外 側 に は 把 手 ３ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ４ は 、 蓋 部 材 で あ り 、 鍋 本 体 １ に 取 り 付 け る 側 の 開 口 端 は 、 図 １ 及 び 図 ４ ａ ， ｂ に 示 す
よ う に 上 記 の 鍋 本 体 の 開 口 周 縁 部 ２ と 概 ね 同 じ 略 方 形 状 を 有 し 、 張 出 部 ５ と 折 曲 部 ６ が 形
成 さ れ て お り 、 該 蓋 部 材 ４ の 左 右 両 側 に は 把 手 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 把 手 １ １ を 鍋 部 材
４ の 左 右 両 側 に 設 け た の は 、 該 蓋 部 材 ４ を 鍋 本 体 １ に 着 脱 す る 操 作 が 安 全 か つ 容 易 に な る
よ う に す る た め で あ る 。 上 述 し た よ う に 該 張 出 部 ５ は 、 上 記 の 鍋 本 体 １ の 開 口 周 縁 部 ２ が
嵌 る 程 度 の 大 き さ の 幅 を 少 な く と も 有 し て お り 、 該 張 出 部 ５ の 外 縁 に 沿 っ て 折 曲 部 ６ が 、
上 記 し た よ う に 該 蓋 部 材 ４ の 開 口 端 周 縁 に 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。 折 曲 部 ６ の 断
面 形 状 は 、 実 施 例 に 示 し た 形 状 以 外 に 、 円 形 、 方 形 等 、 必 要 に 応 じ て 任 意 の 形 状 を 適 宜 採
用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 該 蓋 部 材 ４ に は 、 調 理 用 窓 部 ７ と 、 該 調 理 用 窓 部 ７ を 被 う カ
バ ー を 取 り 付 け る た め の 差 込 口 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 該 調 理 用 窓 部 ７ の 形 状 は 、 実
施 例 に 示 し た 形 状 以 外 に 、 略 方 形 状 、 略 台 形 状 或 い は 円 形 状 等 、 必 要 に 応 じ て 任 意 の 形 状
を 採 用 す る こ と が で き る 。 更 に 図 ４ ａ ， ｂ ， ｃ に 示 す よ う に 、 上 記 の 蓋 部 材 ４ に は 、 前 側
縁 部 ９ の 内 側 か ら 、 上 記 調 理 用 窓 部 ７ の 一 部 を 遮 蔽 す る 程 度 の 大 き さ の 平 面 形 状 を 有 す る
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油 飛 跳 ね 防 止 板 ８ が 、 鍋 本 体 １ の 中 央 側 に 下 側 へ ９ ０ ° 未 満 の 傾 斜 角 を な す よ う に 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 １ ２ は カ バ ー で あ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 蓋 部 材 ４ に 形 成 さ れ た 調 理 用 窓 部 ７ を 被 い 、 ほ
ぼ 密 閉 で き る 形 状 を 有 す る 。 カ バ ー １ ２ に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 後 側 に 凸 形 状 の 係 止 用 部
材 １ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 該 係 止 用 部 材 １ ３ を 蓋 部 材 ４ に 形 成 さ れ た 差 込 口 １ ０ に 嵌 入 す
る こ と に よ り 、 カ バ ー １ ２ を 蓋 部 材 ４ に 回 動 自 在 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 図 ４ （ ｃ ）
に 示 す よ う に 、 カ バ ー １ ２ の 係 止 用 部 材 １ ３ を カ バ ー 固 定 具 １ ７ の 凹 部 に 係 止 さ せ る こ と
に よ り 、 カ バ ー １ ２ の 開 口 角 度 を 一 定 に 保 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ２ 及 び 図 ５ に 示
す よ う に カ バ ー １ ２ の 前 側 に は 、 係 止 端 部 １ ４ が 、 該 カ バ ー １ ２ を 閉 じ た 際 、 該 蓋 部 材 ４
の 前 側 縁 部 ９ に 上 か ら 当 接 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 つ ぎ に 、 上 記 の 構 成 部 分 に つ い て 、 そ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 本 考 案 の 蓋 付 き の 天 ぷ
ら 鍋 を 使 用 す る 場 合 、 例 え ば 天 ぷ ら を 揚 げ る と き に は 、 上 述 し た よ う に 、 開 口 周 縁 部 ２ が
張 出 部 ５ に 当 接 す る よ う に し て 、 蓋 部 材 ４ を 鍋 本 体 １ に 取 り 付 け る 。 一 方 、 係 止 用 部 材 １
２ を 差 込 口 １ ０ に 嵌 入 す る こ と に よ り 、 カ バ ー １ ２ を 蓋 部 材 ４ に 回 動 自 在 に 取 り 付 け て お
く 。 調 理 用 窓 部 ７ か ら 鍋 本 体 １ 内 に て ん ぷ ら の 材 料 を 入 れ た り 、 調 理 用 窓 部 ７ か ら 鍋 本 体
１ 内 の 揚 が っ た て ん ぷ ら を 取 り 上 げ た り す る な ど の 作 業 を 行 う 際 、 鍋 本 体 １ 内 か ら 跳 ね た
油 は 、 蓋 部 材 ４ 及 び 油 飛 跳 ね 防 止 板 ８ の 内 面 に よ り 受 け ら れ て 、 外 へ の 飛 散 が 防 止 さ れ る
。 し か も 、 油 飛 跳 ね 防 止 板 ８ は 鍋 本 体 の 中 央 側 に 下 側 へ 傾 斜 し て い る の で 、 油 飛 跳 ね 防 止
板 ８ の 内 面 に 受 け ら れ た 油 は 、 鍋 本 体 １ 内 に 入 る 。 す な わ ち 、 油 飛 跳 ね 防 止 板 ８ に よ り 受
け ら れ た 油 が 鍋 本 体 １ の 外 側 に 垂 れ 落 ち る こ と は な い 。 し た が っ て 、 調 理 台 を 汚 さ ず に 済
む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 蓋 部 材 ４ 及 び 油 飛 跳 ね 防 止 板 ８ は 、 鍋 の 洗 浄 時 や 保 管 時 な ど 、 必 要 の な い と き
に は 、 適 宜 取 り 外 し て お け る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 本 考 案 を 添 付 図 面 に 基 づ き 説 明 し て き た が 、 本 考 案 は 、 上 述 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 本 考 案 の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 図 ６ に 示 し た
本 考 案 の 第 ２ 実 施 例 の よ う に 、 蓋 部 材 ４ の 調 理 用 窓 部 ７ の 他 の 形 状 と し て 、 前 側 を 遮 蔽 し
て 上 面 の み を 開 口 し た も の と し 、 該 窓 部 ７ を 覆 う カ バ ー １ ２ に も 油 飛 跳 ね 防 止 板 を 設 け る
こ と に よ り 、 油 は ね の 防 止 効 果 を 高 め 、 よ り 安 全 な 状 態 で 天 ぷ ら 等 の 揚 げ 物 を 揚 げ る こ と
が で き る 。 上 記 第 ２ 実 施 例 に 示 し た 構 造 の 蓋 部 材 ４ は 、 調 理 中 に お け る 失 火 対 策 に 極 め て
有 効 で あ る 。 す な わ ち 、 上 記 第 ２ 実 施 例 に 示 し た 構 造 の 蓋 部 材 ４ を 備 え た 蓋 付 き 天 ぷ ら 鍋
を 使 用 す れ ば 、 調 理 中 に 調 理 用 窓 部 ７ よ り 炎 が 発 生 し た 場 合 、 図 ７ の よ う に カ バ ー １ ２ を
閉 じ る こ と に よ り 消 火 さ れ る の で 、 初 期 の 段 階 で 火 災 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。 係
止 端 部 １ ４ と し て 、 前 方 へ 張 り 出 し た も の を 用 い れ ば 、 カ バ ー １ ２ の 開 閉 が 容 易 に な る 。
ま た 、 例 え ば 、 図 ８ に 示 し た 本 考 案 の 第 ３ 実 施 例 の よ う に 、 蓋 部 材 を 構 成 す る カ バ ー １ ２
の 斜 め 前 側 に 把 手 １ ５ を 備 え る こ と に よ り 、 カ バ ー １ ２ を 開 閉 す る 際 に 、 鍋 か ら 飛 び 散 る
油 の 跳 ね に よ っ て 手 に 火 傷 を 負 う こ と を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 例 ～ 第 ３ 実 施 例 以 外 の 変 形 例 と し て 、 油 飛 跳 ね 防 止 板 ８ を 平 面 板 状 以 外
に 、 湾 曲 形 状 、 油 切 り す る た め の 孔 を 複 数 設 け た 水 切 り 板 状 等 、 種 々 の 形 態 の も の を 採 用
す る こ と が で き る 。 或 い は 、 他 の 変 形 例 と し て 、 油 飛 跳 ね 防 止 板 ８ を 蓋 部 材 ４ に 固 定 す る
た め に 、 ネ ジ や ボ ル ト 等 の 組 付 部 材 を 設 け て 着 脱 可 能 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 そ の 他
、 上 述 の 実 施 例 で は 、 両 手 鍋 を 例 に 採 っ て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 両 手 鍋 の 他 に も 、 片 手
鍋 或 い は 中 華 鍋 な ど 、 調 理 時 に 油 を 用 い る 各 種 鍋 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 蓋 部 材 を 備 え た 蓋 付 き 天 ぷ ら 鍋 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ
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る 。
【 図 ２ 】 上 記 第 １ 実 施 例 に よ る 蓋 部 材 を 備 え た 蓋 付 き 天 ぷ ら 鍋 の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 第 １ 実 施 例 に よ る 蓋 部 材 を 備 え た 蓋 付 き 天 ぷ ら 鍋 に 使 用 す る 鍋 本 体 の 平 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 第 １ 実 施 例 に よ る 蓋 部 材 を 示 し 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 底 面 図 、 （ ｃ ）
は 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 第 １ 実 施 例 に よ る 蓋 部 材 の カ バ ー の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 蓋 部 材 を 備 え た 蓋 付 き 天 ぷ ら 鍋 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 上 記 第 ２ 実 施 例 に よ る 蓋 部 材 を 備 え た 蓋 付 き 天 ぷ ら 鍋 の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に よ る 蓋 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 １ 　 　 鍋 本 体
　 　 ２ 　 　 開 口 周 縁 部
　 　 ３ 　 　 把 手
　 　 ４ 　 　 蓋 部 材
　 　 ５ 　 　 張 出 部
　 　 ６ 　 　 折 曲 部
　 　 ７ 　 　 調 理 用 窓 部
　 　 ８ 　 　 油 飛 跳 ね 防 止 板
　 　 ８ ’ 　 油 跳 跳 ね 防 止 板
　 　 ９ 　 　 前 側 縁 部
　 　 １ ０ 　 差 込 口
　 　 １ １ 　 把 手
　 　 １ ２ 　 カ バ ー
　 　 １ ３ 　 係 止 用 部 材
　 　 １ ４ 　 係 止 端 部
　 　 １ ５ 　 カ バ ー 側 把 手
　 　 １ ６ 　 組 付 部 材 （ ビ ス ）
　 　 １ ７ 　 カ バ ー 固 定 具
　 　 １ ８ 　 凹 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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